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１月は、４月のような暖かい日や、最低気温が氷点下にな 

る日が続くなど、気温差が大きく、乾燥した毎日でした。県

内では、インフルエンザが再び流行し始め、１月下旬からＢ

型が増えているという報告がありました。 

まだまだ寒い日が続き、空気が乾燥しています。身に付け 

た感染症予防法を行い、食事、睡眠をしっかりとって、免疫

力を上げるようにしましょう。症状があるときには、ゆっく

り休み、体力が回復してから登校するようお願いします。 

花粉が飛び始める１～２週間前には、治療を始めましょう！ 

           これからの季節、鼻水やくしゃみのほかに、目のかゆみなどがあ

る場合は、花粉症対策をしましょう。 

大切なことは、アレルギーの原因（アレルゲン）を知り、日常生

活での対処方法を知ること、治療を早めに始め、強い症状が出ない

ようにすることです。 

 花粉の飛散予報を確認し 

て、体の中にアレルゲンが 

入らないようにしましょう。 

アレルゲンが体にたくさん入ると、今花粉症でな 

い人も花粉症になりやすくなります。 

出かけるときは、 

 

 アレルゲンは「目」｢鼻、口｣「皮膚」から体の 

中に入ってきます。 

 「目」は、涙で潤んでいるので、アレルゲンが 

付きやすいです。メガネで防ぎましょう。 

 「鼻、口」は、息を吸ったときにアレルゲンも 

           吸い込んで、粘膜に付き 

           症状を起こします。マス 

           クを正しく付けて防ぎま 

しょう。 

 「皮膚」に付いたアレ 

ルゲンは、手洗いや洗顔 

           で取り除きましょう。 

ほけんだより 



２回目の「ことばのプレゼント」のワークをしました  

「自分のことを深く知ることができる子」を目指して！   

 

 

小中学部では、ストレングスカードを使って「友達が知っていて自分が気付いていない 

自分を知る」ことで、自分のことをより深く知ることができるワークの２回目を行いまし

た。今回も、他学部の友達や保護者の方にも記入してもらいました。１回目でもらった「こ

とばのプレゼント」から変化があったでしょうか。新たな気付きがありましたか。 

 このワークをやってみると「自分のことは、自分が一番知っ 

ている」訳ではないことが分かります。また、誰が自分のこと 

をそう思っているのかが分かるので、うれしさが増します。友 

達のことを考えながらワークを進めている子どもたちは、とて 

も生き生きとしていて、心が豊かになっています。 

自分の新たな面（強み）を友達や保護者の方に気付かせても 

らい、自信をもってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉は不思議なもので、たった一言で、相手を

うれしくさせたり、安心させたりすることもあれ

ば（ふわふわ言葉）、悲しませたり、不安にさせた

りすることもあります（ちくちく言葉）。「ふわふ

わ言葉」は、使えば使うほど周りの人も自分も笑

顔になれるとても素敵な言葉です。 

「ありがとう」「楽しいね」「うれしいね」「がんばっている 

ね」など、人の気持ちを明るくする言葉は、脳をよく発達させ 

ると言います。 

 大切なのは「言葉を選ぶ力」です。自分が選ぶ言葉次第で、 

相手の気持ちが変わります。心が豊かになる「ふわふわ言葉」 

を上手に使って、お互いの気持ちをたくさん伝え合えるように 

なってほしいと思います。 


